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Ⅱ あらゆる分野における女性の活躍  
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▶
地
域
に
お
い
て
、
女
性
活
躍
推
進
に
係
る
取
組
に
関
す
る
協
議
を
行
う
「協
議
会
」を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
（任
意
）
。

▶
原
則
、
公
布
日
施
行
（事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
8
年
４
月
１
日
施
行
）
。
►
施
行
3
年
後
の
見
直
し
。
▶
1
0
年
間
の
時
限
立
法
。

※
①

～
③

に
つ

い
て

大
企

業
(3

0
1
人

以
上

)：
義

務
／

中
小

企
業

(3
0
0
人

以
下

)：
努

力
義

務

①
自

社
の

女
性

の
活

躍
に

関
す

る
状

況
把

握
・
課

題
分

析

②
状

況
把

握
・
課

題
分

析
を

踏
ま

え
た

行
動

計
画

の
策

定
･届

出
･公

表
（指
針
に
即
し
た
行
動
計
画
を
策
定
・公
表
（労
働
者
へ
の
周
知
含
む
））

③
女

性
の

活
躍

に
関

す
る

情
報

公
表

④
認

定
制

度

⑤
履

行
確

保
措

置
厚

生
労

働
大

臣
（
都

道
府

県
労

働
局

長
）
に

よ
る

報
告

徴
収

・
助

言
指

導
・
勧

告

✎
状
況
把
握
の
基
礎
項
目
（
省
令
で
規
定
：
必
ず
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
）

①
女
性
採
用
比
率
②
勤
続
年
数
男
女
差
③
労
働
時
間
の
状
況
④
女
性
管
理
職
比
率

※
必
要
に
応
じ
て
選
択
項
目
（
省
令
で
規
定
）
に
つ
い
て
さ
ら
に
把
握
・分
析

✎
行
動
計
画
の
必
須
記
載
事
項

▶
目
標
（定
量
的
目
標
）

▶
取
組
内
容

▶
実
施
時
期

▶
計
画
期
間

✎
情
報
公
表
の
項
目

（
省
令
で
規
定
）

女
性
の
職
業
選
択
に
資
す
る
よ
う
、
省
令
で
定
め
る
情
報
(限
定
列
挙
)か
ら
事
業
主
が
適
切

と
考
え
る
も
の
を
公
表

女
性

の
職

業
生

活
に

お
け

る
活

躍
の

推
進

に
関

す
る

法
律

の
概

要
（
民

間
事

業
主

関
係

部
分

）

▶
国
は
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
を
策
定
（閣
議
決
定
）。

▶
地
方
公
共
団
体
（都
道
府
県
、
市
町
村
）は
、
上
記
基
本
方
針
等
を
勘
案
し
て
、
当
該
区
域
内
に
お
け
る
推
進
計
画
を
策
定
（努
力
義
務
）。

１
基

本
方

針
等

２
事

業
主

行
動

計
画

等
－

行
動

計
画

策
定

指
針

（
告

示
）
－

▶
国
は
、
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
に
関
す
る
指
針
を
策
定
。

✎
認
定
基
準
は
、
業
種
毎
・
企
業
規
模
毎
の
特
性
等
に
配
慮
し
、
省
令
で
規
定

▶
女
性
の
活
躍
の
た
め
に
解
決
す
べ
き
課
題
に
対
応
す
る
以
下
の
項
目
に

関
す
る
効
果
的
取
組
等
を
規
定
。

▶
各
企
業
は
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
自
社
の
課
題
解
決
に
必
要
な
取
組
を
選

択
し
、
行
動
計
画
を
策
定
。

●
女

性
の

積
極

採
用

に
関

す
る

取
組

●
配

置
・
育

成
・
教

育
訓

練
に

関
す

る
取

組

●
継

続
就

業
に

関
す

る
取

組

●
長

時
間

労
働

是
正

な
ど

働
き

方
の

改
革

に
向

け
た

取
組

●
女

性
の

積
極

登
用

・
評

価
に

関
す

る
取

組

●
雇

用
形

態
や

職
種

の
転

換
に

関
す

る
取

組
(パ

ー
ト

等
か

ら
正

規
雇

用

へ
、

一
般

職
か

ら
総

合
職

へ
等

)

●
女

性
の

再
雇

用
や

中
途

採
用

に
関

す
る

取
組

●
性

別
役

割
分

担
意

識
の

見
直

し
等

職
場

風
土

改
革

に
関

す
る

取
組

３
そ

の
他

（
施

行
期

日
等

）

※
衆
議
院
に
よ
る
修
正
に
よ
り
、
取
組
実
施
・
目
標
達
成
の
努
力
義
務
が
追
加
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企
業
規
模
別
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
届
出
数
及
び
届
出
率

1
1
,0

6
8
 

1
4
,8

5
5
 

1
5
,5

5
9
 

1
5
,7

4
0
 

1
5
,8

2
5
 

1
5
,8

8
0
 

1
5
,9

8
0
 

1
6
,0

7
1
 

1
6
,0

3
4
 

1
5
,9

8
3
 

7
2
4
 

1
,0

7
8
 

1
,5

8
6
 

2
,1

5
5
 

2
,7

8
8
 

3
,1

1
2
 

3
,4

2
5
 

3
,8

6
6
 

4
,5

6
8
 

4
,7

1
1
 

1
1
,7

9
2
 

1
5
,9

3
3
 

1
7
,1

4
5
 

1
7
,8

9
5
 

1
8
,6

1
3
 

1
8
,9

9
2
 

1
9
,4

0
5
 

1
9
,9

3
7
 

2
0
,6

0
2
 

2
0
,6

9
4
 

7
1
.5

%

9
6
.1

%
9
9
.2

%
9
9
.8

%
9
9
.9

%
9
9
.5

%
9
9
.6

%
9
9
.7

%
9
9
.6

%
9
8
.1

%

0
.0

%

1
0
.0

%

2
0
.0

%

3
0
.0

%

4
0
.0

%

5
0
.0

%

6
0
.0

%

7
0
.0

%

8
0
.0

%

9
0
.0

%

1
0
0
.0

%

0

5
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
5
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
5
,0

0
0

平
成

2
8
年

４
月

１
日

平
成

2
8
年

６
月

末

平
成

2
8
年

９
月

末

平
成

2
8
年

1
2
月

末

平
成

2
9
年

３
月

末

平
成

2
9
年

６
月

末

平
成

2
9
年

９
月

末

平
成

2
9
年

1
2
月

末

平
成

3
0
年

３
月

末

平
成

3
0
年

６
月

末

（
社

）

3
0
1
人

以
上

規
模

企
業

3
0
0
人

以
下

規
模

企
業

届
出

率
（
右

軸
）

資
料
出
所
：
厚
生
労
働
省
雇
用
環
境
・
均
等
局
雇
用
機
会
均
等
課
調
べ

注
）
届

出
率

は
30

1人
以

上
規

模
企

業
の

届
出

率
。
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６
．

女
性

・
若

者
の

人
材

育
成

な
ど

活
躍

し
や

す
い

環
境

整
備

（
２

）
多

様
な

女
性

活
躍

の
推

進
（

略
）

こ
の

た
め

、
女

性
の

活
躍

に
関

す
る

企
業

の
情

報
の

見
え

る
化

を
進

め
、

一
層

の
女

性
活

躍
に

向
け

た
企

業
の

取
組

を
促

進
す

る
。

具
体

的
に

は
、

労
働

時
間

や
男

性
の

育
児

休
業

の
取

得
状

況
、

女
性

の
管

理
職

比
率

な
ど

、
女

性
が

活
躍

す
る

た
め

に
必

要
な

個
別

の
企

業
の

情
報

が
確

実
に

公
表

さ
れ

る
よ

う
、

20
18

年
度

ま
で

に
女

性
活

躍
推

進
法

の
情

報
公

表
制

度
の

強
化

策
な

ど
に

つ
い

て
の

必
要

な
制

度
改

正
を

検
討

す
る

。

11

女
性

活
躍

推
進

法
関

係
（

閣
議

決
定

等
）

○
「

働
き

方
改

革
実

行
計

画
」

（
平

成
29

年
３

月
28

日
働

き
方

改
革

実
現

会
議

決
定

）

第
二

具
体

的
施

策
Ⅱ

．
経

済
構

造
革

新
へ

の
基

盤
づ

く
り

［
１

］
デ

ー
タ

駆
動

型
社

会
の

共
通

イ
ン

フ
ラ

の
整

備
２

．
Ａ

Ｉ
時

代
に

対
応

し
た

人
材

育
成

と
最

適
活

用
２

－
２

．
人

材
の

最
適

活
用

に
向

け
た

労
働

市
場

改
革

（
３

）
新

た
に

講
ず

べ
き

具
体

的
施

策
ⅰ

）
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

の
推

進
②

女
性

活
躍

の
更

な
る

拡
大

・
女

性
活

躍
推

進
法

に
つ

い
て

、
附

則
に

基
づ

く
「

施
行

後
３

年
の

見
直

し
」

に
着

手
し

、
本

年
度

中
に

結
論

を
得

る
。

見
直

し
に

お
い

て
は

、
管

理
職

へ
の

女
性

の
登

用
、

多
様

で
柔

軟
な

働
き

方
の

導
入

、
仕

事
と

家
庭

生
活

と
の

両
立

や
キ

ャ
リ

ア
形

成
へ

の
支

援
等

に
つ

い
て

、
数

値
目

標
設

定
や

情
報

開
示

の
拡

大
、

取
組

状
況

に
応

じ
た

企
業

へ
の

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
の

充
実

等
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

○
「

未
来

投
資

戦
略

20
18

-「
So

ci
et

y 
5.

0」
「

デ
ー

タ
駆

動
型

社
会

」
へ

の
変

革
-」

（
平

成
30

年
６

月
15

日
閣

議
決

定
）

第
２

章
力

強
い

経
済

成
長

の
実

現
に

向
け

た
重

点
的

な
取

組
１

．
人

づ
く

り
革

命
の

実
現

と
拡

大
（

４
）

多
様

な
人

材
の

活
躍

①
女

性
活

躍
の

推
進

女
性

活
躍

が
多

様
性

や
付

加
価

値
を

生
み

出
す

原
動

力
と

な
る

と
の

認
識

の
下

、
女

性
の

労
働

参
加

の
障

壁
を

取
り

除
き

、
一

人
ひ

と
り

の
女

性
が

自
ら

の
希

望
に

応
じ

て
そ

の
能

力
を

最
大

限
に

発
揮

で
き

る
社

会
へ

の
変

革
を

促
進

・
加

速
す

る
た

め
、

「
女

性
活

躍
加

速
の

た
め

の
重

点
方

針
20

18
」

を
着

実
に

実
施

し
な

が
ら

、
女

性
の

活
躍

状
況

の
「

見
え

る
化

」
が

徹
底

さ
れ

る
よ

う
、

女
性

活
躍

推
進

法
の

見
直

し
も

含
め

、
必

要
な

制
度

改
正

を
検

討
す

る
。

（
略

）

○
「

経
済

財
政

運
営

と
改

革
の

基
本

方
針

20
18

 ～
少

子
高

齢
化

の
克

服
に

よ
る

持
続

的
な

成
長

経
路

の
実

現
～

」
（

平
成

30
年

６
月

15
日

閣
議

決
定

）

Ⅱ
あ

ら
ゆ

る
分

野
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

３
．

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

女
性

の
参

画
拡

大
・

人
材

育
成

②
女

性
活

躍
推

進
法

の
施

行
後

３
年

の
見

直
し

女
性

活
躍

推
進

法
に

基
づ

く
推

進
計

画
・

行
動

計
画

の
策

定
促

進
と

、
計

画
策

定
後

の
次

の
ス

テ
ッ

プ
と

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

計
画

が
実

効
性

を
も

っ
て

確
実

に
取

り
組

ま
れ

る
よ

う
、

女
性

活
躍

情
報

の
「

見
え

る
化

」
を

深
化

さ
せ

る
。

女
性

活
躍

推
進

法
に

つ
い

て
、

附
則

に
基

づ
く

「
施

行
後

３
年

の
見

直
し

」
に

着
手

し
、

平
成

30
年

度
中

に
結

論
を

得
る

。
見

直
し

に
お

い
て

は
、

管
理

職
へ

の
女

性
の

登
用

、
多

様
で

柔
軟

な
働

き
方

の
導

入
、

仕
事

と
家

庭
生

活
と

の
両

立
や

キ
ャ

リ
ア

形
成

へ
の

支
援

等
に

つ
い

て
、

数
値

目
標

設
定

や
情

報
開

示
の

拡
大

、
取

組
状

況
に

応
じ

た
企

業
へ

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

の
充

実
等

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

○
「

女
性

活
躍

加
速

の
た

め
の

重
点

方
針

20
18

」
（

平
成

30
年

６
月

12
日

す
べ

て
の

女
性

が
輝

く
社

会
づ

く
り

本
部

決
定

）
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